
提

出

者

石

井

一

平
成
十
五
年
一
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

一

二

号

電
子
投
票
制
導
入
に
関
す
る
質
問
主
意
書

12



電
子
投
票
制
導
入
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ア
メ
リ
カ
で
は
昨
二
千
二
年
（
平
成
十
四
年
）
十
月
、
二
千
四
年
（
平
成
十
六
年
）
大
統
領
選
挙
ま
で
に
、
三
十
九
億
ド
ル

（
一
ド
ル
百
二
十
円
換
算
で
四
千
六
百
八
十
億
円
）
の
連
邦
補
助
金
（
補
助
率＝

総
額
の
九
十
％
以
上
）
を
投
入
し
て
電
子
投

票
を
全
国
に
普
及
す
る
選
挙
改
良
法
が
成
立
し
た
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
の
韓
国
大
統
領
選
挙
（
記
号
式
投
票
）
に
電
子
開
票

機
を
導
入
し
た
結
果
、
日
本
の
国
政
選
挙
集
計
は
一
泊
二
日
も
か
か
る
の
に
、
「
各
開
票
所
の
集
計
が
平
均
一
時
間
三
十
九
分

で
終
了
し
、
開
票
作
業
者
数
も
半
減
し
た
」
と
、
韓
国
選
管
当
局
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
日
本
と
同
じ
自
書
式
投
票
制
を
と
っ
て

い
た
最
後
の
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
さ
え
、
財
政
難
に
も
拘
ら
ず
、
来
年
五
月
の
大
統
領
・
国
会
議
員
選
挙
か
ら
電
子
投
票
制
を
導
入

す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
世
紀
を
迎
え
た
民
主
政
治
体
制
を
と
る
国
は
、
国
家
体
制
の
基
盤
で
あ
る
投
票
制
の
電
子
化
を
競
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
も
Ｉ
Ｔ
社
会
・
政
府
実
現
を
目
指
す
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
重
点
計
画
の
主
要
項
目
に
、
電
子
投
票
事
業
を
掲

げ
て
い
る
。

し
か
る
に
日
本
で
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
施
行
の
『
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
係
る
電
磁
的
記

録
式
投
票
機
を
用
い
て
行
う
投
票
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
』
（
以
下
「
電
子
投
票
特
例
法
」
と
い
う
）
で
地
方
選
挙
の

一



投
票
日
当
日
投
票
だ
け
は
電
子
投
票
を
可
能
に
し
た
が
、
不
在
者
投
票
を
自
書
式
投
票
の
ま
ま
に
規
制
（
電
子
投
票
特
例
法
第

三
条
）
し
て
、
電
子
投
票
の
完
全
実
施
を
禁
止
し
た
。
電
子
投
票
を
導
入
し
た
国
で
、
不
在
者
投
票
の
電
子
投
票
を
禁
止
し
て

い
る
前
例
は
無
い
。

不
在
者
投
票
を
「
投
票
が
直
接
記
録
さ
れ
る
」
電
子
投
票
に
改
正
す
れ
ば
（
そ
の
た
め
の
費
用
を
必
要
と
せ
ず
）
、
自
治
体

職
員
を
大
量
動
員
し
て
も
長
時
間
に
及
び
、
人
為
的
ミ
ス
が
絶
え
な
い
開
票
作
業
が
投
票
管
理
事
務
過
程
か
ら
廃
止
さ
れ
る
。

自
治
体
職
員
動
員
及
び
投
票
管
理
コ
ス
ト
の
大
幅
削
減
、
「
疑
問
票
や
無
効
票
が
無
い
」
上
に
集
計
ミ
ス
も
無
い
投
票
制
を
実

現
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
行
の
電
子
投
票
特
例
法
で
は
不
在
者
投
票
が
自
書
式
の
た
め
開
票
作
業
を
廃
止
で
き
ず
、
同
法
の
趣
旨
（
第
一

条
）
で
あ
る
「
開
票
事
務
等
の
効
率
化
及
び
迅
速
化
」
を
絶
対
に
実
現
で
き
な
い
費
用
対
効
果
の
悪
さ
を
、
日
本
最
初
の
電
子

投
票
だ
っ
た
同
年
六
月
の
新
見
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
で
証
明
し
た
。

そ
の
た
め
、
平
成
十
四
年
度
内
に
電
子
投
票
を
実
施
す
る
自
治
体
は
、
電
子
投
票
特
例
法
提
案
以
前
に
電
子
投
票
導
入
を
既

に
表
明
済
だ
っ
た
新
見
市
、
広
島
市
の
二
つ
に
止
ま
る
。
電
子
投
票
特
例
法
の
内
容
は
電
子
投
票
導
入
を
促
進
す
る
ど
こ
ろ

か
、
導
入
を
阻
止
す
る
歯
止
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
法
の
立
法
趣
旨
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
同
法
の
瑕
疵
条
項
を
改
正

二



す
る
か
、
同
法
を
廃
止
し
た
上
の
新
規
立
法
し
か
方
法
が
無
い
。
そ
れ
な
の
に
、
未
だ
に
そ
の
方
法
を
と
ら
な
い
の
は
、
同
法

を
提
案
し
た
政
府
の
怠
慢
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
ら
に
、
国
の
導
入
補
助
率
（
五
十
％
）
が
低
い
た
め
に
過
重
に
な
る
自
治
体
負
担
が
、
電
子
投
票
導
入
条
例
案
を
否
決
し

た
自
治
体
議
会
の
導
入
反
対
理
由
で
あ
っ
た
。
民
主
政
治
体
制
の
基
盤
で
あ
る
投
票
制
を
改
善
す
る
電
子
化
は
、
米
韓
比
三
ヶ

国
の
前
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
民
主
政
治
国
家
の
義
務
的
投
資
な
の
に
、
我
が
国
（
有
権
者
約
一
億
百
万
人
）
の
平
成
十

五
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
電
子
投
票
導
入
補
助
金
は
ア
メ
リ
カ
（
登
録
有
権
者
約
一
億
三
千
万
人
）
の
約
二
千
分
の
一

（
〇
・
〇
五
％
）
、
わ
ず
か
二
億
四
千
六
百
万
円
に
過
ぎ
な
い
。

地
方
選
挙
の
電
子
投
票
全
面
実
施
を
禁
止
し
た
電
子
投
票
特
例
法
と
、
国
の
義
務
的
投
資
を
怠
る
予
算
措
置
が
自
治
体
に
過

大
な
導
入
費
負
担
を
課
し
て
自
治
体
の
導
入
意
欲
を
喪
失
さ
せ
、
電
子
投
票
導
入
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
矛
盾
し
た
施
策
で
は
、
小
泉
内
閣
の
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
計
画
達
成
が
困
難
ど
こ
ろ
か
、
二
千
年
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
議
長
国

の
日
本
が
起
草
し
た
「
Ｉ
Ｔ
の
世
界
的
普
及
を
牽
引
す
る
」
Ｉ
Ｔ
憲
章
に
も
背
反
す
る
。
そ
の
結
果
、
米
韓
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
先
進

諸
国
に
比
べ
て
、
現
在
で
さ
え
劣
勢
な
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
国
家
的
損
失
を
蒙

る
。

三



例
え
ば
、
日
本
で
電
子
投
票
を
開
発
、
生
産
し
て
も
、
政
府
の
需
要
抑
制
策
の
た
め
採
算
が
と
れ
な
い
。
一
方
、
自
国
政
府

の
莫
大
な
補
助
金
に
よ
る
電
子
投
票
大
型
需
要
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能
と
な
っ
た
米
韓
な
ど
の
企
業
が
余
勢
を
駆
っ
て
日
本

に
進
出
（
打
診
中
）
す
れ
ば
、
日
本
企
業
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
撤
退
の
や
む
な
き
に
陥
る
。
世
界
の
政
治
、
産
業
（
特
に
Ｉ

Ｔ
）
進
歩
の
趨
勢
を
無
視
し
た
「
井
の
中
の
蛙
」
的
鎖
国
施
策
が
国
内
産
業
の
国
際
競
争
力
を
衰
弱
さ
せ
、
景
気
を
後
退
さ
せ

る
典
型
的
実
例
で
あ
る
。

一
方
、
電
子
投
票
導
入
に
多
額
の
連
邦
補
助
金
を
投
入
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
電
子
投
票
の
全
国
普
及
事
業
が
新
規
Ｉ
Ｔ
産

業
を
創
出
し
て
景
気
浮
揚
、
雇
用
促
進
の
一
翼
を
担
い
、
政
治
、
経
済
両
面
に
「
一
石
二
鳥
」
の
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

電
子
投
票
特
例
法
の
趣
旨
（
第
一
条
）
で
あ
る
「
開
票
事
務
等
の
効
率
化
及
び
迅
速
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
同
法

第
三
条
及
び
公
職
選
挙
法
等
の
不
在
者
投
票
に
関
す
る
規
定
を
早
急
（
統
一
地
方
選
挙
以
前
）
に
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、
改
正
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
改
正
す
る
の
な
ら
、
そ
の
提
案
時
期
を

提
示
さ
れ
た
い
。
改
正
し
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
を
回
答
さ
れ
た
い
。

二

国
政
選
挙
に
電
子
投
票
を
導
入
し
な
け
れ
ば
投
票
制
の
Ｉ
Ｔ
化
は
達
成
し
な
い
と
考
え
る
が
、
地
方
選
挙
に
電
子
投
票
を

四



導
入
す
る
電
子
投
票
特
例
法
は
国
政
選
挙
に
電
子
投
票
を
導
入
す
る
先
行
試
行
で
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

三

電
子
投
票
を
国
政
選
挙
に
導
入
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
導
入
す
る
の
な
ら
、
何
年
先

の
衆
参
い
ず
れ
の
選
挙
を
想
定
に
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
想
定
時
期
を
提
示
さ
れ
た
い
。
国
政
選
挙
に
導
入
し
な
い
の
な

ら
、
そ
の
理
由
を
回
答
さ
れ
た
い
。

四

電
子
投
票
導
入
費
は
、
民
主
政
治
国
家
の
基
盤
「
投
票
制
」
を
改
善
整
備
す
る
義
務
的
投
資
で
あ
る
。
地
方
選
挙
と
い
え

ど
も
国
政
選
挙
導
入
の
予
行
演
習
に
も
な
る
初
期
導
入
は
、
国
庫
負
担
の
補
助
率
を
、
日
本
と
同
じ
方
式
の
電
子
投
票
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
並
み
に
ア
ッ
プ
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
大
幅
な

補
助
率
ア
ッ
プ
が
不
可
能
な
ら
、
そ
の
理
由
を
回
答
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


